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現
生
人
類
は
約

20
万
年
前
に
ア
フ

リ
カ
に
出
現
し
、

わ
ず
か
数
万
年
前

に
地
球
上
に
分
散

し
、
国
家
を
作
っ
た
。
居
住
地

域
の
気
候
に
よ
り
肌
の
色
、
気

質
に
差
が
生
じ
た
が
、
遺
伝
子

レ
ベ
ル
で
単
一
種
で
民
族
や
人

種
に
よ
る
優
劣
が
な
い
の
は
現

在
の
科
学
で
証
明
さ
れ
て
い
る

▼
し
か
し
戦
前
、
特
に
ド
イ
ツ

や
日
本
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。「
皇
民
」
と
い
う
考
え
で

周
辺
の
民
族
を
蔑
視
し
た
。
桓

武
天
皇
の
母
親
は
百
済
系
の
高た

か

野の
の
に
い
が
さ

新
笠
。
天
皇
家
に
も
朝
鮮
人

の
血
が
混
ざ
っ
て
い
る
。
戦

前
、
日
韓
同
祖
と
い
う
考
え

で
、
北
方
系
民
族
で
あ
る
朝
鮮

人
と
の
婚
姻
は
奨
励
し
て
い

た
。
し
か
し
中
国
大
陸
や
南
洋

へ
日
本
の
占
領
地
が
拡
大
し
、

現
地
人
と
の
「
混
血
児
」
が
増

え
る
こ
と
を
日
本
の
よ
う
な

「
単
一
民
族
国
」
は
危
惧
し
た

よ
う
だ
。
名
目
は
性
病
蔓
延
に

よ
る
戦
力
低
下
、
現
地
で
の
婦

女
子
暴
行
を
防
ぐ
た
め
と
、
従

軍
慰
安
婦
を
戦
地
へ
送
っ
た
▼

Ｔ
Ｖ
放
送
や
出
版
物
で
、
御
用

学
者
や
政
府
に
阿お

も
ね

る
解
説
者
が

「
当
時
の
公
文
書
を
調
べ
て
も

軍
の
関
与
は
な
か
っ
た
」
と
答

弁
し
て
い
る
が
、
物
証
は
な
く

て
も
状
況
証
拠
は
多
数
あ
る
。

軍
や
国
が
募
集
、
渡
航
に
あ
た

り
関
与
、
便
宜
を
は
か
っ
た
の

は
明
白
で
あ
る
。
直
接
で
な
く

て
も
、
仲
介
業
者
を
通
し
て
関

与
し
て
い
る
▼
足
を
踏
ん
だ
者

は
覚
え
て
い
な
い
が
、
踏
ま
れ

た
者
は
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い

る
。
今
後
も
怨
念
が
永
続
す

る
、
一
部
異
論
も
あ
ろ
う
。
屁

理
屈
を
言
っ
て
弁
済
を
先
送
り

し
次
世
代
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

日
本
が
ま
だ
経
済
的
余
裕
が
あ

る
今
の
う
ち
に
、
無
駄
な
公
共

事
業
に
回
る
金
を
補
償
に
回
す

べ
き
だ
。
金
持
ち
喧
嘩
せ
ず
、

後
顧
に
憂
い
を
残
さ
ず 

（
鼻
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
５面第46回総会プログラム

６面歯科定例研より
インプラント治療のトラブル回避（上）

研
面
究

歯
と
口
の
大
切
さ

歯
と
口
の
大
切
さ  

楽
し
く
知
る

楽
し
く
知
る

こども病院連絡会が学習会

　

ク
イ
ズ
で
、
歯
や
口
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

よ
う―

―

。
協
会
も
参
加
す
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
は
５
月
25
日
に
協
会
会
議
室
で
、
市
民
講
座

「
ク
イ
ズ
で
語
る 

お
も
し
ろ
食
育
最
前
線
」
を
開
催
。
モ
ン

ゴ
ル
健
康
科
学
大
学
客
員
教
授
の
岡
崎
好
秀
先
生
を
講
師
に
、

市
民
、
歯
科
医
療
関
係
者
ら
１
２
３
人
が
参
加
し
た
。

「保険でより良い歯科医療を」連絡会　市民講座「保険でより良い歯科医療を」連絡会　市民講座

者
に
ク
イ
ズ
形
式
で
問
い

か
け
な
が
ら
、
口
腔
と
食

生
活
を
通
じ
、
虐
待
や
ネ

グ
レ
ク
ト
、
非
行
な
ど
子

ど
も
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
わ
か
る
と
し
、「
栄

養
素
学
」
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
家
族
が
一
緒
に
食
事

す
る
と
い
う
食
卓
の
「
食

事
学
」
が
必
要
な
ど
と
し

た
。

　

ま
た
、「
口
に
入
る
前

２面

　

会
員
の
み
な
さ
ま
、
消
費

税
の
増
税
と
一
体
と
な
っ
た

今
次
の
診
療
報
酬
改
定
の
結

果
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

安
倍
内
閣
は
、
混
合
診
療

に
道
を
ひ
ら
く
「
選
択
療

養
」
を
導
入
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
命
の
不
平
等
に

つ
な
が
る
混
合
診
療
に
は
断

固
反
対
す
べ
き
で
す
。
日
本

が
70
年
近
く
守
っ
て
き
た
不

戦
を
終
わ
ら
せ
、
米
国
の
戦

争
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
る

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認

に
も
断
固
反
対
す
べ
き
で

す
。
大
量
の
医
療
・
介
護
難

民
を
生
み
出
す
医
療
・
介
護

総
合
法
案
は
廃
案
に
し
ま
し

よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
内
外
と
も
問

題
山
積
で
す
が
、
こ
れ
も
安

倍
首
相
が
日
本
国
憲
法
の
精

神
を
理
解
し
て
い
な
い
た
め

で
す
。

　

第
１
条
（
主
権
在
民
）、

第
９
条
（
戦
争
放
棄
）、
第

11
条
（
基
本
的
人
権
）、
第

13
条
（
幸
福
追
求
権
）、
第

25
条
（
生
存
権
）
な
ど
、
私

た
ち
の
憲
法
を
守
る
た
め
の

た
た
か
い
が
、
憲
法
12
条

「
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及

び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の

努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
る
よ
う
に
必
要
で
す
。

　

共
感
と
連
帯
と
共
生
の
輪

大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の

櫻
井
英
俊
講
師
に
よ
る
「
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
治
療
研
究
」

で
す
。

　

兵
庫
県
が
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ー
研
究
の
メ
ッ
カ
で
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
神

戸
大
学
小
児
科
の
松
尾
雅
文

前
教
授
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

遺
伝
子
異
常
「
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ン
神
戸
」
の
発
見
と
遺
伝

子
治
療
に
よ
る
症
状
軽
快
の

業
績
は
、
兵
庫
医
大
小
児
科

の
竹
島
泰
弘
教
授
に
引
き
継

が
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
今
回
の
櫻

井
先
生
の
ご
講
演
が
楽
し
み

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

 

（
５
面
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

方
の
食
育
」
と
し
て
「
よ
く
噛

む
」
こ
と
が
大
事
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「『
噛
む
こ

と
』
の
効
果
に
殺
菌
作
用
も
あ

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」

「
義
歯
で
も
噛
む
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
よ
く
分
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

代
表
世
話
人
の
吉
岡
正
雄
・

協
会
副
理
事
長
が
開
会
あ
い
さ

つ
し
、「
保
険
の
き
く
範
囲
を

広
げ
る
」「
窓
口
負
担
を
安
く

す
る
」「
歯
科
医
療
の
総
枠
拡

大
」
を
会
の
目
的
と
し
て
紹
介

し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
希
望
者
に
歯

の
健
康
相
談
を
開
催
し
た
。

Ｆ
Ｍ
放
送
で

歯
の
重
要
性
語
る

　

連
絡
会
は
５
月
17
日
、
神
戸

の
ロ
ー
カ
ル
放
送
局
「
Ｆ
Ｍ
わ

ぃ
わ
ぃ
」
の
番
組
に
吉
岡
代
表

世
話
人
、
歯
科
技
工
士
の
雨
松

真
希
人
世
話
人
、
歯
科
衛
生
士

の
高
藤
真
理
世
話
人
が
出
演

し
、
市
民
講
座
の
魅
力
や
歯
科

医
療
の
大
切
さ
、
歯
科
医
療
従

事
者
の
状
況
な
ど
を
語
っ
た
。

　

岡
崎
先
生
は
口
腔
に
お
け
る

健
康
の
大
切
さ
に
つ
い
て
参
加

の
食
育
」
と
し
て
何
を
食
べ
る

か
だ
け
で
な
く
、「
口
の
通
し

継
続
を
求
め
る
請
願
」
３
０
８

筆
の
紹
介
議
員
を
引
き
受
け

た
。

　

同
日
に
は
「
こ
の
ま
ま
通
し

て
い
い
の
？　

医
療
・
介
護
総

合
法
案
」
国
会
集
会
が
参
議
院

会
館
前
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
医
師
や
患
者
２
０
０

人
が
次
々
と
マ
イ
ク
を
握
り
、

「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
は
廃

案
に
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
川
西
副

理
事
長
も
「
安
倍
首
相
は
、
国

会
質
問
で
憲
法
13
条
の
意
味
も

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
憲
法
の

基
本
的
理
念
も
知
ら
な
い
首
相

に
憲
法
を
変
え
る
資
格
は
な

い
」
と
憲
法
に
基
づ
く
政
治
を

訴
え
た
。

　

民
主
党
・
生
活
の
党
・
共
産

党
か
ら
国
会
議
員
４
人
が
、
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

山
下
議
員
は
、

協
会
の
要
請
に
応

え
、「
患
者
窓
口

負
担
の
大
幅
軽
減

を
求
め
る
請
願
」

１
１
６
４
筆
、

「
特
定
秘
密
保
護

法
の
廃
止
を
求
め

る
請
願
」
２
０
８

筆
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
か
ら
の
撤
退
を

求
め
る
請
願
」
１

５
３
４
筆
、「
70

歳
〜
74
歳
の
患
者

窓
口
負
担
１
割
の

に
応
じ
、
前
田
議
員
は
「
こ
こ

で
反
撃
の
論
争
を
は
り
、
が
ん

ば
っ
て
い
く
」
な
ど
と
述
べ
、

山
下
議
員
は
「
衆
議
院
で
は
全

野
党
が
反
対
し
た
。
他
党
と
協

力
し
、
参
議
院
で
廃
案
に
追
い

こ
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

す
る
「
医
療
・
介
護
総
合
法

案
」
が
、
た
っ
た
６
日
間
の
審

議
で
、
15
日
に
衆
議
院
で
強
行

採
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同

法
案
の
廃
案
を
中
心
に
要
請
。

同
法
案
は
、
前
日
21
日
に
参
議

定
だ
っ
た
が
、
厚
生
労
働
省
の

配
布
資
料
に
誤
り
が
あ
り
審
議

入
り
が
延
期
さ
れ
て
い
た
。

　

前
田
武
志
参
議
院
議
員
（
民

主
党
副
代
表
・
比
例
）
と
山
下

芳
生
参
議
院
議
員
（
日
本
共
産

党
書
記
局
長
・
比
例
）
が
面
談

院
審
議
入
り
の
予

　

協
会
・
保
団
連
は
５
月
22

日
、
国
会
要
請
行
動
を
実
施

し
、
川
西
敏
雄
副
理
事
長
・
加

藤
隆
久
理
事
が
参
加
し
た
。

　

医
療
法
・
介
護
保
険
法
な
ど

19
本
の
法
案
を
一
括
し
て
改
悪

クイズの答えを参加者同士で考えながら、口腔の健康の大切さを学んだ

歯の健康相談に応える川村雅之
（左）、加藤擁一両副理事長（右）

参議院会館前でアピールする（左から）加藤理
事、川西副理事長、宇佐美宏保団連歯科代表・
本田宏済生会栗橋病院院長補佐、住江憲勇保団
連会長

山
下
参
院
議
員
（
①
中
央
）
に
川
西
副
理
事
長
（
①
右
端
）・
加
藤
理
事
（
①

左
端
）
が
署
名
を
提
出
。
前
田
参
院
議
員
（
②
右
３
人
目
）
に
は
（
②
左
か

ら
）
杉
山
正
隆
・
細
田
悟
両
保
団
連
理
事
、
住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
と
要
請

①

②

市
民
ら
１
２
３
人
が
ク
イ
ズ
で
考
え
る

５・５・2222中央要請行動・国会集会中央要請行動・国会集会

医療・介護総合法案医療・介護総合法案
 参議院で必ず廃案に 参議院で必ず廃案に

第
46
回
総
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

６月15日

を
広
げ
る
た

め
、
会
員
の
み

な
さ
ま
を
招
聘

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

恒
例
の
記
念

講
演
は
、
京
都

チサンホテル神戸

13：30～　　　　
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

◇
出
席　

28
人

◇
情
勢　

政
府
は
２
０
１
５
年

に
も
「
持
ち
株
会
社
型
」
の
介

護
施
設
を
導
入
す
る
方
針
を
固

め
た
。
持
ち
株
型
法
人
に
グ
ル

ー
プ
化
す
る
こ
と
で
、
効
率
化

を
進
め
て
経
営
改
善
を
図
る
と

し
て
い
る
。
今
後
、
介
護
施
設

間
で
の
買
収
、
合
併
が
加
速
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

◇
医
療
活
動　

診
療
報
酬
改
定

影
響
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
総

点
数
は
院
外
処
方
で
わ
ず
か
に

プ
ラ
ス
だ
が
、
初
再
診
料
の
消

費
税
対
応
分
を
の
ぞ
け
ば
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
地
域

包
括
診
療
料
・
加
算
は
施
設
要

件
が
厳
し
い
た
め
置
き
換
え
で

き
な
い
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
歯
科
分
野
で
は
歯
科
会
員

に
も
「
同
一
建
物
」
院
長
署
名

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る

こ
と
、
歯
科
訪
問
診
療
２
の
減

算
や
時
間
要
件
な
ど
の
不
合
理

の
是
正
を
厚
労
省
に
求
め
て
い

く
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
春
の
組
織
強
化
月
間　

勤
務

医
ポ
ス
タ
ー
や
紹
介
状
の
活
用

に
よ
る
会
員
拡
大
へ
の
協
力
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

吉
岡
（
正
）
副

理
事
長
を
部
会
長
に
選
出
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
田
村
忠
之

先
生
を
偲
ぶ
会
の
開
催
（
７
／

26
）
が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

健
康
・
医
療
戦
略

法
案
／
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
法
案
が
審
議
さ
れ
る
５
月
15

日
に
、
参
院
内
閣
委
の
参
考
人

と
し
て
、
武
村
副
理
事
長
が
出

席
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

原
爆
症
訴
訟

で
５
／
９
原
告
勝
訴
の
判
決
が

出
さ
れ
た
こ
と
、「
放
射
線
被

ば
く
」
を
テ
ー
マ
に
郷
地
副
理

事
長
が
出
版
準
備
中
で
あ
る
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
５
月
10
日
理
事
会
よ
り
）

塚
本　

智
明
先
生

宍
粟
市　

歯
科

５
月
13
日　

享
年
51
歳

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
工
事
が
進
む

中
、「
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
計
画
を

撤
回
さ
せ
、
周
産
期
医
療
の
拡

充
を
求
め
る
会
（
以
下
・
こ
ど

も
病
院
連
絡
会
）」
は
５
月
17

日
、
県
私
学
会
館
で
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
津
波
想
定
や
、

被
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
学
習
会
を

開
催
し
た
。
同
会
が
４
月
に
取

り
組
ん
だ
「
県
立
こ
ど
も
病
院

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
移
転　

患
者
・
家
族
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

中
間
結
果
も
報
告
さ
れ
た
。
60

人
が
集
ま
り
、
協
会
か
ら
池
内

春
樹
理
事
長
、
川
西
敏
雄
副
理

事
長
が
参
加
し
、
池
内
理
事
長

が
同
会
呼
び
か
け
人
と
し
て
開

会
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

学
習
会
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
津
波
浸
水
想
定
に
つ

い
て
、
県
防
災
課
の
飯
塚
知
香

子
副
課
長
が
解
説
。
国
の
想
定

か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
な
ど

と
し
た
上
で
、
最
大
ク
ラ
ス
の

津
波
（
Ｌ
２
津
波
）
と
、
比
較

的
発
生
頻
度
の
高
い
津
波
（
Ｌ

１
津
波
）
の
二
つ
の
津
波
を
想

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
最

高
津
波
水
位
、
最
短
到
達
時

間
、
浸
水
深
、
な
ど
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を

説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
災
害
地

質
学
の
専
門
家
で
神

戸
大
学
名
誉
教
授
の

田
結
庄
良
昭
先
生

が
、
県
や
神
戸
市
の

想
定
結
果
を
分
析
。

防
潮
堤
沈
下
の
影
響

に
関
し
て
、
兵
庫
県

南
部
地
震
の
沈
下
量

を
参
考
に
、
想
定
の

甘
さ
を
指
摘
。
こ
ど

も
病
院
が
移
転
す
る

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
つ
い
て
、
兵
庫
県

は
内
陸
部
の
住
宅
地

に
は
浸
水
し
な
い
と

し
て
い
る
が
、
護
岸
の
沈
下
な

ど
で
Ⅰ
期
地
の
東
西
の
護
岸
か

ら
浸
水
す
る
こ
と
や
液
状
化
、

津
波
火
災
な
ど
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
な
ど
と
講
演
し
た
。

　

こ
ど
も
病
院
連
絡
会
は
、

「
患
者
・
家
族
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
中
間
報
告
を
発
表
。
移
転
の

説
明
を
受
け
た
患
者
・
家
族
は

13
％
に
す
ぎ
ず
、「
不
安
が
あ

る
」
と
の
回
答
が
84
％
な
ど
、

県
と
病
院
の
説
明
責
任
が
果
た

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
ぼ

り
に
な
っ
た
。
ま
た
跡
地
に
つ

い
て
は
、「
こ
ど
も
病
院
の
分

院
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
」
と

の
希
望
が
57
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

連
絡
会
事
務
局
長
の
中
川
和

彦
氏
は
、
移
転
反
対
を
貫
き
な

が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集

約
し
、
患
者
・
利
用
者
の
不
安

が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
運
動
を
検

討
し
た
い
と
提
起
し
た
。

津波想定や被災シミュレーションの問題点を学習

　

今
回
、「
痛
み
止
め
の
基
礎

知
識
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
痛

み
の
定
義
、
分
類
、
評
価
法
を

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
痛
み
の
講
義
か
ら
入
り
、

次
に
鎮
痛
薬
の
種
類
、
作
用
機

序
、
副
作
用
を
、
一
般
開
業
医

に
な
じ
み
の
深
い
ア
セ
ト
ア
ミ

ノ
フ
ェ
ン
とNSA

IDs

（
非
ス

テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬
）
を
中

心
に
解
説
さ
れ
、
最
後
に
使
用

方
法
と
し
て
痛
み
の
程
度
、
全

血
小
板
と
血
管
内
皮
で
Ｐ
Ｇ
抑

制
が
凝
固
作
用
に
逆
に
働
き
、

１
０
０
㎎
が
そ
の
バ
ラ
ン
ス
で

一
番
抗
凝
固
作
用
が
で
る
な
ど

の
理
由
が
分
か
れ
ば
、
丸
暗
記

す
る
よ
り
応
用
も
き
く
し
、
忘

れ
に
く
く
な
る
と
思
い
ま
し

た
。

　

胃
粘
膜
障
害
発
現
率
は
自
覚

症
状
に
か
か
わ
ら
ず
、
内
視
鏡

で
み
る
と
、NSA

IDs

１
カ
月

の
服
用
で
、
50
％
以
上
の
高
率

身
状
態
に
応
じ

て
使
い
分
け
る

こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

N
SA
ID
s

が

腎
機
能
障
害
や

高
血
圧
を
引
き

起
こ
す
理
由

を
、
糸
球
体
の

模
式
図
を
使
っ

て
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
、

ア
ス
ピ
リ
ン
の

抗
凝
固
作
用
も

痛みの程度、全身状態に応じ、痛み止めを
使い分けることが大切と話す金子氏　　　

で
あ
る
こ
と
や
、
急
性
腎
不
全

を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
、

NSA
IDs

非
投
与
と
比
べ
、
２

・
６
倍
か
ら
８
倍
く
ら
い
に
高

く
な
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

NSA
IDs

は
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ

フ
ェ
ン
と
比
べ
副
作
用
が
多
い

の
で
す
が
、
効
き
目
が
強
い
の

で
、
日
本
で
は
多
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
の
使
用
量
が
１
回

１
０
０
０
㎎
、
１
日
４
０
０
０

㎎
ま
で
に
な
り
、
容
量
依
存
的

に
効
果
が
高
く
な
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
副
作
用
の
少
な
さ
か

ら
、
も
っ
と
使
用
さ
れ
て
も
い

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
歯
科
で
鎮
痛
薬
投
与
も

ご
く
短
期
な
の
で
、
今
ま
で
そ

れ
ほ
ど
深
く
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
薬
理
を
し
っ
か
り

勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。

【
尼
崎
市
・
歯
科

 

加
藤　

裕
司
】

　

甲
本
氏
は
患
者
・
家
族
等
か

ら
の
相
談
や
苦
情
、
そ
れ
ら
の

事
例
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
を
関

係
者
へ
情
報
提
供
を
す
る
こ
と

を
主
な
業
務
と
さ
れ
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
年
ご
と
に
増
加

し
て
い
る
。
相
談
内
容
は
医
療

行
為
・
医
療
内
容
、
職
員
の
対

応
・
接
遇
、
医
療
費
で
約
６
割

を
占
め
る
そ
う
だ
。
対
象
施
設

は
病
院
、
診
療
所
で
お
よ
そ
８

割
に
お
よ
ぶ
。

　

相
談
の
背
景
に
あ
る
社
会
的

要
因
と
し
て
①
長
寿
社
会
、
健

康
志
向
の
高
ま
り
②
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
容
易
に
情
報

入
手
可
能
、
な
ど
を
挙
げ
ら
れ

て
い
た
。

　

最
後
に
患
者
さ
ん
と
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
く

こ
と
が
大
切
と
、

締
め
く
く
ら
れ

た
。

　

協
会
で
毎
年
、

接
遇
研
修
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
毎
回
研

修
を
受
け
研
さ
ん

し
、
自
医
院
が
患

者
さ
ん
の
相
談
対

象
に
な
ら
な
い
よ

う
努
め
よ
う
と
肝

に
銘
じ
さ
せ
ら
れ

た
。

【
三
田
市

 

安
部　

治
郎
】

神戸市の医療安全相談窓口によせられた事例を紹介

　

歴
史
と
は
、
時
間
を
横
軸
に

と
り
、
事
象
を
縦
軸
に
並
べ
て

み
た
と
き
に
、
事
象
の
大
小
と

そ
の
推
移
を
観
て
い
る
と
考
え

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現

在
、
地
球
儀
的
な
視
点
か
ら
、

歴
史
を
と
ら
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　

歴
史
的
事
象
は
逆
戻
り
で
き

な
い
し
、
同
一
事
象
は
起
こ
り

え
な
い
。
時
間
を
取
り
戻
せ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
認
識
の

根
底
に
は
、
そ
の
当
時
と
現

在
、
さ
ら
に
未
来
が
係
わ
っ
て

く
る
。

　

歴
史
認
識
問
題
に
つ
い
て
、

日
本
と
中
国
や
韓
国
の
間
で
喧

々
諤
（々
け
ん
け
ん
が
く
が

く
）
と
し
て
、
政
治
や
外
交
、

さ
ら
に
領
土
問
題
に
ま
で
論
争

が
及
ぶ
。

　

歴
史
と
は
過
去
の
事
実
を
検

証
し
、
そ
れ
ら
の
事
実
が
現
時

点
で
正
当
か
不
当
か
を
推
考
す

る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
的
判
決

が
下
さ
れ
、
政
治
的
・
経
済
的

な
国
家
的
決
着
が
つ
い
た
の
な

ら
、
そ
の
時
点
で
納
得
す
る
の

が
良
識
あ
る
態
度
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
人
と
し
て
、
歴
史
認
識

問
題
を
問
わ
れ
た
際
に
、
三
韓

征
伐
（
神
功
皇
后
が
高
句
麗
・

百
済
・
新
羅
を
支
配
下
に
お
い

た
と
さ
れ
る
）、
文
禄
・
慶
長

の
役
（
豊
臣
秀
吉
の
二
度
の
朝

鮮
侵
略
）、
征
韓
論
（
明
治
維

新
時
の
西
郷
隆
盛
・
板
垣
退
助

ら
の
朝
鮮
制
覇
論
）
を
再
認
識

す
べ
き
な
の
か
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
敗
戦
国
と
し
て
反
省
す

べ
き
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
歴

史
の
流
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

日
本
の
歴
史
を
総
括
す
べ
き
だ

と
い
う
の
か
、
ど
こ
ま
で
振
り

返
る
べ
き
か
、
理
解
が
難
し

い
。

　

国
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

が
あ
る
。

　

日
本
で
は
神
代
の
昔
か
ら
天

皇
制
が
守
ら
れ
て
き
た
。
敗
戦

後
も
、
天
皇
は
日
本
国
・
日
本

国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
崇
拝

さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
に
は
、
有
史
以
来
の
各

王
朝
の
興
亡
と
侵
略
と
被
侵
略

の
繰
り
返
し
、
共
産
主
義
革
命

と
そ
の
体
制
確
立
の
歴
史
が
あ

る
。

　

朝
鮮
で
は
、
三
韓
時
代
以
来

の
闘
争
、
李
王
朝
成
立
、
日
清

戦
争
後
の
王
朝
崩
壊
、
日
本
の

植
民
地
支
配
の
後
、
共
産
主
義

と
自
由
主
義
の
主
導
権
争
い
に

巻
き
込
ま
れ
た
南
北
分
裂
の
現

状
が
続
い
て
い
る
。

　

歴
史
の
流
れ
を
大
局
的
に
と

ら
え
て
、
自
国
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
を
客
観
的
に
と
ら
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

自
国
を
愛
す
る
伝
統
を
子
孫

に
伝
え
、
自
国
と
他
国
の
歴
史

か
ら
学
び
、
他
国
の
歴
史
を
剽

窃
・
中
傷
し
な
い
態
度
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

員員

稿稿

会

投

感
想
文

痛み止めについて学び
薬理の重要性を再確認

尼崎支部　医療と福祉を考える会尼崎支部　医療と福祉を考える会

どうなるの？どうなるの？
 県立こども病院 県立こども病院

こども病院連絡会が学習会

患
者・家
族
ア
ン
ケ
ー
ト「
不
安
が
あ
る
」80
％
超

歴史認識について

高砂市　　岡部桂一郞

　

尼
崎
支
部
は
５
月
15
日
、
第

90
回
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

を
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
た
。
昭
和
薬
品
化
工

株
式
会
社
本
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
・
金
子
俊
司
氏
が
、「
痛

み
止
め
の
基
礎
知
識
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
、
医
師
・
歯
科
医

師
・
看
護
師
な
ど
17
人
が
参
加

し
た
。
参
加
し
た
加
藤
裕
司
先

生
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

感
想
文

相談の実情知り
より良い診療の励みに

北摂・丹波支部　医療安全管理対策研修会北摂・丹波支部　医療安全管理対策研修会
　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
５
月
10

日
、
三
田
市
・
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー

ル
で
医
療
安
全
管
理
対
策
研
修

会
を
開
催
し
、
25
人
が
参
加
。

「
医
療
安
全
相
談
窓
口
に
お
け

る
苦
情
・
相
談
状
況
〜
神
戸
市

の
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
神
戸
市
保
健
所
予
防
衛
生

課
医
務
薬
務
係
長
の
甲
本
博
幸

氏
が
講
演
し
た
。
参
加
し
た
安

部
治
郎
先
生
の
感
想
文
を
掲
載

す
る
。
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日　時　６月21日（土）17時～
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
講　師　近畿大学医学部放射線医学講座
　　　　松木　充 先生
参加費　無料

CTコロノグラフィーの現状と将来展望
第496回

行 事 の ご 案 内行 事 の ご 案 内
開業・医院経営に役立つセミナーと研究会

医院経営研究会医院経営研究会

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1817　税経部まで

歯科部会より歯科部会より
◇６月歯科定例研究会
歯科における医事紛争の現状

◇歯科社保学習会

◇初級歯科助手講座

日　時　６月22日（日）14時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
講　師　 米田泰邦法律事務所

鵜飼万貴子 弁護士
　　　　 日本矯正歯科学会指定　医療賠償保険代理店

佐藤　照仁 氏
参加費　無料

日　時　６月29日（日）10時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
内　容　歯の基礎知識と接遇
参加費　 6,000円（テキスト「デンタルスタッフ

のための歯科保険診療ハンドブック」・
資料・弁当・飲物代含む）

【第１回】６月22日（日）11時～13時
　　第１章『初診料・再診料』第２章『医学管理』
　　第４章『検査、画像診断、投薬、麻酔』
【第２回】７月13日（日）11時～13時
　　第５章『処置・リハビリ』第６章『手術』
　　第７章『歯周疾患』
【第３回】８月24日（日）11時～13時
　　第８章『歯冠修復、ブリッジ』第９章『有床義歯』
会　場　兵庫県保険医協会会議室
参加費　無料参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1809　歯科部会まで

新規開業医研究会新規開業医研究会

日　時　６月29日（日）10時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室　　参加費　5,000円（昼食・資料代含む）

新規開業医必修！押さえておきたい保険請求や医院経営のポイントを効率よく学習できま
す。特に６カ月新規指導対策として最適です。　　　　　　　　　　　　　　　

　新規開業医研究会は、隔月で開催しております。参加希望の先生方はお問い合わせ
ください。

午前（１）審査・減点の現状と対策
　　（２）保険診療と保険請求の要点

午後（３）新規開業に必要な税務対策
　　（４）知っておくべき最低限度の労基法

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1803　研究部まで

日常診療にすぐ役立つ　診療内容向上研究会日常診療にすぐ役立つ　診療内容向上研究会

日　時　７月12日（土）17時～
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
講　師　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　森内　浩幸 先生
参加費　無料

ワクチン摂取時の副作用について（仮）
第497回

日　時　６月21日（土）14時30分～17時
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室
講　師　佐藤　庸安　税理士
参加費　 3,000円（医院経営研究会会員は無料）

〈６月例会〉
医院における節税と経営～経営と節税は
合理的？ その資産活用、大丈夫ですか？～

まだ協会にお入りでない先生へまだ協会にお入りでない先生へ

ご入会、保険医協会のご利用に関するお問い合わせは
医科：078-393-1817 組織部
歯科：078-393-1809 歯科部会
まで、お気軽にお問い合わせください。

ご入会の上ご参加ください

日　時　６月28日（土）14時30分～17時30分
会　場　兵庫県保険医協会会議室　　会　費　会員2,000円　会員外6,000円
※参加費にはテキスト『新規開業の手引き』（定価1,000円）代含む

〈〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー医科〉勤務医のための開業特別セミナー

　先輩開業医の開業体験や、開業を考えるために押さえておくべきポイントなどを紹
介します。具体的に開業をお考えの先生はもちろん、漠然と将来をお考えの先生もお
気軽にご参加ください。ご家族の参加も歓迎です。

第一部　私の開業体験
講　師　西原 弘道先生
　　　　（尼崎市・西原クリニック院長）

第二部　コンセプトから具体化する開業計画
　　　　開業資金の作り方と資金調達の実際
講　師　柳　 尚信氏（㈱日本医業総研コンサルティング部マネージャー）
　　　　小松 裕介氏（税理士法人日本経営課長）

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

テキスト：保団連発行「歯科保険診療の研究2014年４月版」
をご持参ください

〈今後の予定〉
８月　パソコンでガッチリ日常記帳
９月　相続税の仕組みと対策
10月　閉院と医院継承
11月　パソコンで決算バッチリ
12月　医療法人運営・税務の留意点

医院経営研究会ご加入のおすすめ
〈 １年制カリキュラムで、入退会随時。会費は月額
2,000円〉
◎ 年間の例会を参加費無料（通常3,000円）で受講で
きます
　 （ パソコン講座・通常7,000円はパソコン使用料
1,000円のみを頂きます）

◎ 例会のレジメとレポート（通常2,000円）を無料で
お届けします
◎ 協会推奨の伝票類（通常１冊200円）が無料でご利
用いただけます

　さらに、医業に精通した協会の税理士・社会保険
労務士・弁護士など専門家との個別相談が年２回ま
で無料でご利用いただけます！（通常１時間5,000円）

日　時　７月26日（土）14時30分～17時
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室
講　師　中村　明 税理士
参加費　 3,000円（医院経営研究会会員は無料）

〈７月例会〉
税務調査！慌てないために

教育資金 住宅資金 老後資金

院内で勤務医のためのライフプランセミナーを開催しませんか？
転勤が多い勤務医は収入の変化が大きく、自身で計画的に将来への備えを行うことが不可欠です。
保険医協会では、多忙な勤務医が診療の合間に開催いただけるよう、
ファイナンシャルプランナーなどの専門家による院内セミナーのお手伝いをしています。

会員の先生方へ会員の先生方へ
お知り合いの先生をぜひご紹介ください
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　協会が近畿厚生局兵庫事務所に対して
指導関連文書の開示請求をして交付され
たものから、2013年度の「（新規）個別
指導」において指摘された事項のうち、
主なものを掲載する（３回に分けて掲載
予定）。
　個別指導はもちろん、新規個別指導で
もカルテの記載不備がある場合は返還を
求められるので、療養担当規則や診療報
酬点数表に基づいて、日常的に診療内容
やカルテ記載に留意することが重要であ
る。
　指導の通知が届いたら、一人で悩まず
協会に相談いただきたい。

１．診療録に係る事項

（カルテ様式等）
・診療録様式第１号（１）の１（診療録
第１面）について、療養担当規則に定め
る様式に改めること
・診療録様式第１号（１）の１（診療録
第１面）に記載すべき事項については全

所在を明確にすること
・診療録は、診療の都度、医師自らが遅
滞なく必要事項の記載を行うこと
・初診時において、診療録に患者から聴
取した既往歴・現病歴について記載内容
の充実を図ること
・診療録の記載はインクまたはボールペ
ンを用いて行うこと（鉛筆で記載あり）
・診療録は保険請求の根拠となるもので
あることを認識し、第三者にも判読でき
るようていねいな記載に努めること
・診療録は保険請求の根拠となるもので
あることを認識し、必要事項、特に症状
・所見・治療計画等について記載内容の
充実を図ること
（電子カルテ等）
・診療録を電子媒体で保存する場合は、
「医療情報システムの安全管理に関する
ガイドライン」により、真正性、見読
性、保存性の確保が条件となっているた
め、適切に運用・管理を行うこと。ま
た、「運用管理規定」を定め、これに従
い実施することとなっており、早急に
「運用管理規定」を定めること
 （７月５日号につづく）

て記載すること（保険者名称、事業所の
名称・所在地（協会けんぽの患者）が記
載されていない）
・診療録様式第１号（１）の３（診療の
点数等）について、作成されていないの
で必ず作成すること
・診療録様式第１号（１）の３（診療の
点数等）について、記載すべき事項につ
いては全て記載すること（在宅患者につ
いて、記載されていない）
・保険診療以外の診察については、保険
診療の診療録と区別して記載すること
（傷病名等）
・診療録の傷病名が整理されていない傾
向があるので、その都度正確な傷病名、
開始年月日、終了年月日、転帰を所定欄
に記載し整理すること
・診療録の内容と診療報酬明細書の傷病
名に不一致が認められたので、診療報酬
明細書提出前に必ず医師自ら診療録と照
合し、記載事項に誤りや不備がないか等
について十分に点検を行うこと

・疑い病名については、疑うに足る確実
な医学的根拠に基づいたものをつけるこ
と
・傷病名については、検査および診断根
拠に基づき、必要に応じその都度正確な
傷病名を記載し整理すること
・診療録に記載する傷病名については、
部位が判断できるよう適切に記載するこ
と
・診療録に記載する傷病名は症状名では
なく傷病名を記載すること
・検査病名等いわゆるレセプト病名は保
険請求上認められないので留意すること
・療養費同意書の交付について、診療録
に対象疾患となる病名の記載がもれてい
る例が見受けられたので留意すること
・診療録に記載する傷病名について、漫
然としているものが見受けられたので、
簡略化せず適正に記載すること
（カルテ記載等）
・診断根拠について診療録への記載の乏
しい例が認められたので記載内容の充実
を図ること
・複数の医師が１人の患者の診療に当た
る場合は、診療録への記載の都度、署名
または記名押印するなどにより、責任の

2013年度の個別指導における指摘事項（医科）（その１）
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会場地図

【住所】神戸市中央区中町通２－３－１
【交通】阪急・阪神電鉄「高速神戸駅」東口から
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13時30分～　総会議事 

15時30分～　記念講演
2013年度会務報告、2014年度活動方針案・予算案ほか

京都大学iPS細胞研究所（CiRA）　 臨床応用研究部門　講師　　櫻井　英俊　先生
　iPS細胞は、体細胞に特定の遺伝子を導入、発現させることにより、ES細胞と同等の能力
を持つようになった多能性幹細胞である。これらの多能性幹細胞は、高い増殖力があり、理
論上あらゆる体細胞へ分化することが可能であるため、細胞移植治療のソースとして期待さ
れている。iPS細胞はES細胞に比べ、（１）患者自身の細胞から作り出すことができるため、
拒絶反応が回避できる、（２）受精卵を破壊しないため、倫理的な問題が少ない、といった
利点があり、加齢黄斑変性症や脊髄損傷など多くの難治性疾患に対するiPS細胞を用いた細
胞移植治療研究が進展している。またiPS細胞は、難病患者本人から作製可能であることに
より、当初期待されていた拒絶反応回避による再生医療の進展への期待もさることながら、

難治性疾患患者由来のiPS細胞を特定の細胞種へ分化誘導し、試験管内で病態を再現することで、難病の病態解
析や薬剤の開発、スクリーニングへの応用がより現実的に期待されている。本講演では、iPS細胞の特徴と我々
の研究室で進めている筋ジストロフィーに対する治療研究を概説したい。 【櫻井　記】
《ご略歴》1998年名古屋大学医学部医学科卒業。98年～2001年名古屋掖済会病院研修医の後、腎臓内科医
員。01年～05年名古屋大学大学院医学系研究科博士課程大学院生の間、神戸理化学研究所・発生再生科学
総合研究センター・幹細胞グループ（西川研究室）にて学外研究。05年～08年長寿科学振興財団リサーチ
・レジデントとして、名古屋大学大学院医学系研究科・分子細胞免疫学講座で研究（07年からは客員研究
員）。08年６月～京都大学物質－細胞統合システム拠点iPS細胞研究センター特定研究員として、京都大
学再生医科学研究所・再生増殖制御学分野（瀬原研究室）にて研究。09年11月～京都大学iPS細胞研究所
講師

17時～　懇親会　３階「六甲」
※参加費無料
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支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　６月21日（土）15時～17時
会　場　サンシティ伊丹１階陶芸室
講　師　丹波焼陶工　上中稲右衛門先生
参加費　大人2000円、子ども1000円
持ち物　エプロン、タオル等

■北阪神支部■丹波焼 陶芸体験
日　時　６月26日（木）15時30分～
会　場　姫路じばさんびる503会議室
テーマ　おさらい篇～前文から第３章まで～
チューター　 姫路総合法律事務所
　　　　園田洋輔弁護士

■姫路・西播支部■憲法まるごと学習会

はじめに
　近年、インプラント治療のトラブル
は、マスコミにも取り上げられて社会問
題に発展し、患者や歯科医師に大きな不
安を与えている。インプラント治療は、
補綴治療の選択肢として有用であるが、
異物を生体に埋入する手術が必要という
特徴があり、骨結合を獲得させることが
絶対条件である。また、異物が清潔域と
不潔域を貫通して存在する過酷な環境下
で、補綴物を装着した後も骨結合を維持
させる必要がある。さらに、骨結合の獲
得と維持は生体の反応によって生じるた
め、インプラント治療には不明なことも
多数存在していることを認識すべきと考
えられる。
　一方、インプラント治療は自費である
ため費用が高額で、患者の期待度も高く
なる。したがって、インプラント治療に
おけるインフォームドコンセントの獲得
法は、病気を治療する通常の医療とは異
なる側面があり、保証期間を含めた特殊
な患者説明が必要と思われる。
　本稿では、インプラント治療のトラブ
ルを回避する鉄則について、インフォー
ムドコンセントと心構えを中心に述べ
る。

〈初診〉
１ ．口腔解剖と骨は生きていることを説
明する
　患者は、インプラントに関する情報を
インターネットなどから簡単に入手でき
るが、肝心の歯冠、歯根、歯根膜、歯
肉、歯槽骨に関する知識はほとんどな
い。また、骨はコンクリートのように硬
いものとイメージし、骨が吸収と添加を
繰り返して生きていることも知らない。
したがって、最初に口腔の解剖と生理に
ついて説明することは重要で、患者のイ
ンプラント治療に対する理解度は飛躍的
に上昇する。
２ ．インプラントの歴史と原理を説明す
る
　現在、世界的に行われているインプラ
ントは骨結合型インプラントで、高い成
功率が得られている。しかし、過去に日
本で行われていたインプラントの成功率
は低く、さまざまなトラブルが生じたた

ラントが恒久的に維持されるとは考えに
くいため、金銭的なサポートにライン引
きが必要と考えられる。筆者は、「10年
以内にトラブルが生じた場合は無償で再
治療を行う」という内容で、細かな条件
付きで保証期間を設定している（図
３）。
４ ．インプラントを理解しない患者には
手を出さない
　インプラントは生体の反応を利用した

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

治療であるため、術前と術後およびメン
テナンスにおける患者の協力は絶対条件
である。したがって、初診時の説明を理
解できない患者、あるいは理解しようと
しない患者にインプラント治療を開始す
ることは非常に危険と考えられる。つま
り、インプラント治療には通常の医療と
は違う側面があり、「患者を選択する」
という特殊なステップがあることを認識
する必要がある。 （次号につづく）

め、インプラント治療が否定された時代
があった。したがって、インプラント治
療に大きな不安を抱いている患者も多い
と考えられ、骨結合型インプラントと過
去のインプラントは別の種類であること
を患者に説明する必要がある。
　さらに、骨結合型インプラントが開発
された経緯を説明し、骨結合は生体の反
応によって獲得されることを理解させ、
治療の成功には患者の協力が必須である
ことを認識させる（図１）。
３ ．予想される治療期間と費用および保
証期間を明記する
　患者は、口頭で説明された内容につい
てほとんど憶えていない。実際には、記
憶に残った単語だけをつなぎ合わせて、
全く別の話を作成して記憶する場合があ
る。したがって、説明した内容を歯科医
師がカルテに記入するだけでは不十分
で、「言った、聞いてない」の問題は常
に生じる可能性がある。

図２　サイナスリフトが必要な患者に対する初診時の説明

インプラント治療のトラブルを
回避するための鉄則とは？（上）

芦屋市・野阪口腔外科クリニック院長　　野阪　泰弘先生講演

図１　当院で作成したパンフレット

　筆者は、複写式の
説明用紙に図や絵を
交えて文章を記入し
ながら治療内容を説
明し、１枚は患者に
渡し、１枚はカルテ
フォルダーに保存し
ている（図２）。
　一方、加齢や口腔
内環境の変化などを
考慮すると、インプ

図３　上部構造まで作製する場合の10年保証内容

第44回保団連夏季セミナー　参加者募集中第44回保団連夏季セミナー　参加者募集中
日　時　７月５日（土）～６日（日）　※参加費協会負担
会　場　東京・都市センターホテル（地下鉄「麹町」駅より徒歩約４分）
〈第１日目〉全体会　18時30分～21時
記念講演　「再び、もの言えぬ国とならないために～人権・憲法などをめ
ぐって（仮）」（演者）田中　優子氏（法政大学総長）
〈第２日目〉講座・分科会　９時30分～12時
（テーマ）社会保障と財源／放射線被曝問題／「秘密保護法」「基地」問題
と平和／医療事故調のあるべき姿／2014年歯科診療報酬改定の問題点、今
後の課題
シンポジウム　13時～15時30分
「『地域包括ケア』とは何か－よりよい地域医療・介護体制を求めて」
（パネリスト）武村義人兵庫協会副理事長ほか

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 政策部まで

日　時　６月21日（土）14時15分集合
内　容　浜福鶴吟醸工房酒蔵見学会
会　場　 株式会社小山本家酒造　灘浜

福鶴蔵（阪神魚崎駅より徒歩
約10分）

参加費　無料

■西宮・芦屋支部■文化企画
日　時　６月28日（土）14時30分～
会　場　加東市・滝寺荘
記念講演　 外来診療でのクレームを未然

に防ぐためには
講　師　阪神合同法律事務所　川西譲弁護士
※終了後、懇親会（無料）

■北播支部■第30回支部総会・記念講演

人工歯

アクセスホール

メタルフレーム

アバットメント

歯ぐき

あごの骨

フィクスチャー


